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英・EU間通商交渉、合意成立
2020年12月25日

重要
イベント

ポイント① 相互の関税賦課を回避

12月24⽇、英国政府と欧州委員会は、英・EU
（欧州連合）間の通商関係の交渉で合意に至っ
たことを表明しました。

対立点となってきた英海域での漁業権や平等な競
争環境を保証することなどで合意し、英・EU間で⾃
由貿易協定を結び、今年末で期限を迎える英国の
EU離脱の移行期間終了後も、貿易品に原則的に
相互に関税が賦課されないこととなりました。

ポイント② 短期的な効果は小さい模様

ただ、合意の短期的な経済効果は小さいと⾒られ
ます。⾃由貿易協定が結ばれても、これまで必要が
なかった通関手続きが生じることで、英・EU間の物
流が煩雑になることは避けられません。

また、英国では新型コロナウイルスの変異種の感染
が拡大しており、感染力が従来のものより強いとも言
われています。このため、英国との間の出入国を制限
する国が多くなっており、通商にも影響が出ているよう
です。こうした状況は、当面続くものと予想されます。

ポイント③ 金融市場では安心感

それでも、関税の賦課がされないことで、英・EU間
の取引に関係する多くの事業会社では、早急に事
業の⾒直しを迫られる事態は避けられるでしょう。金
融市場にとっても、国際金融センターとしてのロンドン
の地位が一段と低下する懸念が、弱まるものと考え
られます。

こうした安心感を反映して、為替市場では大筋で
の合意が報じられた頃から、英ポンドはユーロや米ド
ルに対して若干上昇しました。24⽇の欧米株式市
場も、全般的には小幅に上昇しました。

図1：英国の新型コロナウイルス感染者数と死亡者数
期間：2020年3月1⽇～2020年12月24⽇、⽇次

1月7⽇

1月15⽇

ユーロ圏欧州委員会景況感指
数（12月）
英国、ユーロ圏貿易統計
（11月）

（注）7⽇間移動平均値
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

図2：英ポンドの対ユーロ・米ドル為替レート
期間：2020年3月2⽇～2020年12月24⽇、⽇次

（出所）図1と同じ
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